






要約 

核黄疸危険増悪因子の光線療法における効率に及ぼす影響について,成熟新生児 83 名を対

象に検討した。溶血性疾患ならびに呼吸障害,敗血症,新生児仮死等の合併例では,光線療法

の効率は相対的に悪いことが示唆された。合併症を有する児では,光線療法中に摂取した水

分量,カロリー,経口的哺乳量が対照群に比して有意に少なかった。このことが効率の悪さ

に関与したと考えられる。光線療法の効率には種々の因子が関与しており,単独因子の影響

について分析することは難しい。 


